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　平成 16（2004）年に新臨床研修制
度が導入され，卒後研修先が大学か
ら市中病院に大幅にシフトしてきて
いるのは周知のとおりである．当院
でも臨床研修医のみならず，大学病
院での外科修練を経ない後期研修医
が勤務する事態となっている．第一
線病院における医師養成の比重は増
大しているが，指導する側は勤務医
としての過剰な業務量のため，研修
医教育に時間的制約を受けている．
このような状況では当然知識や経験
は不足，偏りがちとなる．そのため
外科をめざす若手医師にはその分野
を網羅する知識を集約したマニュア
ルが不可欠となる．さらにそのマ
ニュアルが診療現場で直ちに役に立
つものであれば理想的である．『消
化器外科レジデントマニュアル』初
版の販売部数は予想をはるかに凌駕
したと聞いている．この事実は本書
が時代のニーズに見事にマッチした
ことを示している．今般，最新の知
見を取り入れて改訂され，第 2版が
出版された．
　本書の特徴は，① 医療安全にも
配慮され，修練すべき事項を広範囲
に網羅していること，② 研修医が
経験すべき重要な疾患，診療手技が

重点的に詳述されていること，③ 

現場で役に立つ具体的内容であるこ
とであろう．
　内容としては総論と各論から構成
されている．総論は術前検査の進め
方，抗生物質使用の原則，イン
フォームド・コンセント，全身合併
症と周術期管理，緩和医療など 10

章に及んでいる．術前・術後管理は
当然としても，第 7章内視鏡下手術
の基本，第 10章 stapling deviceの
種類と使い方などは，腹腔鏡手術や
器械吻合全盛の時代にあっては必須
の知識であり，今までにない的確な
視点で編集されている．特に
stapling deviceは似て非なるものも
多く，研修医の時からその使用に慣
れておくことが肝要と自身の経験か
ら痛感している．また，インフォー
ムド・コンセントの章も秀逸である．
コミュニケーションやインフォーム
ド・コンセントの注意点，文書化の
必要性など，医療の根幹にかかわる
問題をわかりやすく解説している．
管理職の立場からすれば，医療安全
の面からも，まずこの章を熟読して
から実際の診療に従事してもらいた
いと切に願うものである．
　各論は各消化器疾患の項目に分か

れている．消化器癌に関しては，既
掲載の癌取扱い規約の改訂はもちろ
ん，大腸癌，胆道癌の取扱い規約も
新たに追加され，さらに使いやすく
なった．ガイドラインも新たな内容
が盛り込まれ，抗癌剤治療にまで記
述は及んでいる．
　研修医に馴染み深い虫垂炎は診察
法，超音波検査による画像診断，手
術法などが丸々1章費やして詳述さ
れており，充実した内容となってい
る．市中病院では頻繁に遭遇する術
後癒着性イレウスも，独立した項目
として症状から治療まで解説されて
いることは心強い．
　各項目の記載は簡潔明瞭であり，
カラー写真や図表も多く，理解しや
すい．使用薬剤には一般名のほか商
品名も併記されており，投与方法も
具体的である．研修医の立場に立っ
た，まさに user-friendlyなマニュ
アルである．当院の研修医もポケッ
トに入れて日夜愛用しており，外科
専門医をめざす若手医師には必携の
書である．
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